
裏面もごらんください。
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第 546 号 

は
な
だ
か 

花
の
ま
ち
づ
く
り
講
座 

生
涯
学
習
推
進
員
主
催
事
業 

２
講
座　

＝
参
加
者
募
集
＝ 

【
期
日
】
令
和
８
年

月

日
（
木
） 

１０

２２

※
雨
天
実
施 

【
時
間
】
午
前
９
時

分
～

時

分 

３０

１１

３０

【
場
所
】
鼻
高
公
民
館　

駐
車
場 

【
対
象
】
鼻
高
地
区
在
住
の
人
、

人 

１５

【
費
用
】
３
０
０
円
（
花
苗
、
肥
料
代
等
）

【
用
意
す
る
物
】
持
ち
帰
り
用
の
プ
ラ
ン 

《
隣
町
散
策
》  

八
幡
台
地
ブ
ラ
ブ
ラ
歩
き

【
期
日
】
令
和
８
年

月
５
日
（
木
） 

１１

　

※
小
雨
決
行
（
豪
雨
中
止
） 

【
時
間
】鼻
高
公
民
館
へ
午
前
９
時
集
合
、

出
発
。（
帰
着
は
午
後
３
時
半
頃
） 

【
対
象
】
鼻
高
地
区
在
住
の
人
、

人 

１５

【
費
用
】
無
料

プ
ラ
ン
タ
ー
に
花
を
植
え
て
鼻
高
の
ま
ち
を
花
で
飾

り
ま
す
。
花
は
各
自
宅
に
持
ち
帰
え
る
ほ
か
、
公
共
施

設
に
届
け
、
鼻
高
全
体
を
き
れ
い
な
花
で
飾
り
ま
す
。

タ
ー
２
個
、
軍
手
、
帽
子
、
移
植

ゴ
テ
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装 

【
申
込
み
】

月
２
日
（
金
）
、
午

１０

前
９
時
～

月

日
（
木
）
ま
で

１０

１５

に
費
用
３
０
０
円
を
添
え
て
鼻
高

公
民
館
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

生
涯
学
習
推
進
員
の
隣
町
散
策
シ
リ
ー
ズ
。今
回
は

八
幡
八
幡
宮
、
大
聖
護
国
寺
、
観
音
塚
考
古
資
料
館
な

ど
「
八
幡
の
歴
史
と
文
化
・
史
跡
」
を
訪
ね
ま
す
。
歩

行
距
離
は
約
６
・
５
㌔
で
す
。

【
持
ち
物
】
ザ
ッ
ク
、
昼
食
、
雨
具
、

帽
子
、
歩
き
や
す
い
服
装
と
靴
、

そ
の
他
各
自
が
必
要
と
す
る
物 

【
申
込
み
】

月
２
日
（
金
）
、
午

１０

前
９
時
か
ら
鼻
高
公
民
館
で
受
け

付
け
ま
す
。

＝
地
域
の
健
康
教
室
＝　

医
師
に
よ
る
健
康
講
話 

知
っ
て
お
き
た
い
認
知
症
の
基
本

《参加者募集》

誰
も
が
な
り
え
る
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
を

身
近
な
問
題
と
し
て
考
え
て
い
き
ま
す
。
医
師
か
ら
認
知
症

の
症
状
や
予
防
、
対
処
の
仕
方
等
を
学
び
ま
す
。

【
期
日
】
令
和
８
年

月

日
（
水
） 

１０

２１

【
時
間
】
午
後
２
時
～
４
時 

【
場
所
】
鼻
高
公
民
館　

２
階
講
義
室 

【
定
員
】

人
（
鼻
高
地
区
住
民
優
先
） 

３０

【
費
用
】
無
料 

【
内
容
】①
認
知
症
と
は　

②
認
知
症
の
初

期
症
状
は　

③
認
知
症
か
な
？
と
思
っ

た
ら　

④
認
知
症
の
予
防
と
は　

⑤
質

疑
応
答　

 
【
講
師
】
は
ぎ
わ
ら
内
科
医
院
長　

 

萩
原　

修
先
生 

【
申
込
み
】

月
５
日
（
月
）
～

月

１０

１０

日
（
金
）
迄
に
平
日
の
午
前
９
時

１６～
午
後
５
時
ま
で
に
鼻
高
公
民
館
ま

で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

新しい本が入りました。 
ご利用ください。

http://takasaki.manabi365.net/


     

                 

　

昭
和

年(

１
９
７
２
）
軽
井

４７

沢
の
あ
さ
ま
山
荘
に
永
田
洋
子

を
は
じ
め
と
す
る
連
合
赤
軍
が

立
て
こ
も
り
警
察
隊
と
銃
撃
戦

を
行
っ
た
時
で
す
。 

　

連
日
テ
レ
ビ
で
事
件
の
様
子

が
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大 

                   

型
ク
レ
ー
ン
で
鉄
球
を
打
ち
込

み
別
荘
の
建
物
を
壊
し
た
後
に

警
察
隊
が
突
入
し
人
質
の
解
放

に
成
功
し
た
の
で
し
た
。
そ
の

翌
日
の
こ
と
で
し
た
。
私
は
た

ま
た
ま
八
幡
大
門
付
近
に
居
た

の
で
す
が
、
こ
の

号
線
を
東

１８

京
方
面
へ
向
か
う
車
列
の
物
量

の
多
さ
に
驚
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
当
時
は
国
道

号
線
と 

１８

云
え
ど
も
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
が
発
達
す
る
以
前
の
片
道
一

車
線
で
車
両
の
通
過
は
そ
れ
ほ

ど
多
く
な
か
っ
た
時
代
で
す
。

そ
こ
へ
あ
さ
ま
山
荘
事
件
に
対

応
し
て
い
た
車
両
と
思
わ
れ
る

テ
レ
ビ
局
ラ
ジ
オ
局
の
報
道
車
、

警
察
機
動
隊
車
両
、
工
事
車
両

等
々
の
車
列
が
延
々
と
続
い
て

東
京
方
面
へ
向
か
っ
て
い
た
の

で
し
た
。
第
一
波
が
通
過
し
た

か
と
思
う
と
１
～
２
分
後
に
第

二
波
、
第
三
波
と
特
殊
車
両
の

列
が
続
い
た
の
で
し
た
。 

　

最
近
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

を
侵
攻
す
る
と
き
に
、
ロ
シ
ア

の
軍
用
物
資
を
満
載
し
た
軍
用

車
両
や
戦
車
・
武
器
な
ど
を
満

載
し
た
鉄
道
車
両
等
が
平
原
地

帯
を
延
々
と
走
る
映
像
が
テ
レ

ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
放
送
さ
れ
ま
す

が
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
異
様

な
光
景
を
覚
え
、
そ
の
記
憶
が

年
経
っ
た
今
で
も
昨
日
の
よ

６０う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

  　

こ
の
時
と
同
じ
昭
和

年
と

４７

い
う
と
、
高
崎
で
発
生
し
全
国

を
震
撼
さ
せ
た
大
久
保
清
の
殺

人
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。 

　

大
久
保
清
は
群
馬
八
幡
に
住

ん
で
い
た
人
な
の
で
す
が
、
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
当
時
と
し
て
は

割
と
裕
福
な
家
庭
に
育
っ
た
人

だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。
大
久
保

清
は
配
達
の
仕
事
も
し
て
い
た

の
で
、
筆
者
の
私
は
ま
だ
高
校

生
ぐ
ら
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
本
人
に
会
っ
た
こ
と
が
あ

り
顔
見
知
り
で
話
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
自
家
用
車
な
ど
は

あ
ま
り
普
及
し
て
い
な
い
時
代

に
マ
ツ
ダ
の
フ
ァ
ミ
リ
ア
な
ど

を
乗
り
回
し
、
ち
ょ
っ
と
お
し

ゃ
れ
な
人
だ
っ
た
と
い
う
印
象

が
あ
り
ま
す
。
前
橋
の
田
園
と

い
う
喫
茶
店
が
定
宿
だ
っ
た
そ

う
で
す
。 

道
路
で
は
色
々
な
こ
と
が
起

こ
り
ま
す
。
事
件
の
後
、
友
達
か

ら
聞
い
た
後
日
談
な
の
で
す
が
、

そ
の
友
達
が
話
す
に
は
「
私
は

大
久
保
清
と
思
わ
れ
る
人
に
声

を
か
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
」
と

い
う
の
で
す
。
当
人
は
そ
の
当

時
、
女
子
高
生
で
定
時
制
の
夜

学
に
通
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

仕
事
が
終
わ
り
、
決
ま
っ
た
時

間
に
バ
ス
停
で
バ
ス
を
待
っ
て

い
る
と
、
ベ
レ
ー
帽
を
被
っ
た

ち
ょ
っ
と
し
ゃ
れ
た
人
が
声
を

か
け
て
く
る
の
だ
そ
う
で
す
。
最

初
は
道
を
尋
ね
る
程
度
の
話
な

の
で
如
何
と
い
う
こ
と
は
な
い

の
で
す
が
、
バ
ス
の
時
間
を
待

つ
と
い
う
毎
日
の
決
ま
っ
た
時

間
帯
な
の
で
、
ま
め
に
何
度
も

声
を
か
け
て
く
る
の
だ
そ
う
で

す
。
高
校
に
行
く
た
め
高
崎
に

行
く
な
ら
ば
、
私
も
高
崎
に
行

く
の
で
乗
せ
て
行
っ
て
あ
げ
る

と
言
う
の
で
す
。
ま
め
に
声
を

掛
け
て
き
て
、
だ
ん
だ
ん
顔
見

知
り
に
な
り
、
親
切
な
人
と
思

う
よ
う
に
な
り
、
気
を
許
し
て

し
ま
う
可
能
性
も
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
？　

あ
の
人
は
大
久

保
清
で
は
な
か
っ
た
の
か
？　

と
思
い
出
す
こ
と
が
あ
る
そ
う

で
す
。 

当
時
、
開
発
造
成
中
だ
っ
た

八
幡
の
第
二
工
業
団
地
付
近
や

烏
川
沿
い
等
は
こ
の
事
件
の
現

場
だ
っ
た
の
で
す
。 

街
道
で
は
様
々
な
人
生
模
様

が
あ
り
ま
す
。
（
次
号
に
続
く
）

　

鼻
高
の
四
季 

＝
写
真
で
綴
る
鼻
高
の
宝 

㊽　

 

中
山
道
の
往
来
＝ 

179 

連
合
赤
軍
の 

あ
さ
ま
山
荘
事
件 

大
久
保
清
の
殺
人
事
件 

街
道
は
人
・
も
の
・
文
化
・
情
報
・
事
件
な
ど
を
運
び
ま
す
が
、

歴
史
上
様
々
な
出
来
事
の
舞
台
で
も
あ
り
ま
し
た
。
国
道

号
線
八

１８

幡
大
門
付
近
で
た
ま
た
ま
遭
遇
し
た
私
の
個
人
的
な
思
い
出
で
す
が
、

年
経
っ
た
今
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

６０


